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<裏面もご覧下さい>
・横浜市は整備すべき路線と考えています
　横浜市に直接確認しました。
・路線決定が早期整備のポイント

1. 平成 27年　第 1号麻 生 通 信

新
た
な
、
安
定
的
な
税
収
確
保
に
、

地
下
鉄
延
伸
は
不
可
欠
な
整
備
で
す

川崎市議会議員

あまがさ裕治
ゆうじ

・小田急線百合ヶ丘駅下車徒歩１分、
・川崎信用金庫百合ヶ丘支店並び、白井ビル３Ｆ

地下鉄3号線延伸による
麻生区のまちづくり

次世代へつなぐ
後援会事務所

中央ルート

南ルート

北ルート

あざみ野

すすき野

新大谷

日本映画大学南

王禅寺口

琴平下
日吉ノ辻

生田南郵便局前

吹込
尻手黒川線

世田
谷町
田線

小
田
急
線

柿生

新百合ヶ丘

たまプラーザ

地下鉄延伸92％が「賛成」
９月の区民アンケート中間報告

　

皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
９
月
か
ら
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
横
浜
市
営
地
下
鉄
３
号
線
へ
の
ル
ー
ト

な
ど
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
一
旦
取

り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
集
約
は
わ
ず
か
２
ヵ
月
半
で
は
あ

り
ま
す
が
大
勢
の
皆
様
か
ら
こ
の
調
査
に
対

し
ま
し
て
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
返
送
、
ご
持
参
頂
い
た
御
意
見
は
１
枚

１
枚
す
べ
て
目
を
通
し
、
ス
タ
ッ
フ
皆
で
慎

重
に
集
約
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
非

常
に
参
考
に
な
る
点
が
多
く
、
統
計
上
も
充

分
か
つ
大
変
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
真
摯
に
ご
検
討
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
冒
頭
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
22
日
横
浜
市
で
は
あ
ざ
み

野
～
新
百
合
ヶ
丘
間
の
調
査
着
手
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
横
浜
市
が
川
崎

市
へ
求
め
て
い
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
懇
意

に
し
て
い
る
横
浜
市
議
会
議
員
を
通
じ
て
確

認
を
取
り
ま
し
た
と
こ
ろ

　
「
横
浜
市
と
し
て
調
査
関
係
の
予
算
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
準
備
が
整
い
ま

し
た
の
で
、
8
月
下
旬
か
ら
調
査
に
入
る
こ

と
と
な
り
記
者
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
川
崎
市
と
は
引
き
続
き
協
議
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
業
化
を
検
討
す
る

た
め
に
も
、
ル
ー
ト
検
討
や
地
質
調
査
な
ど

基
礎
的
な
調
査
は
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
、

横
浜
市
と
し
て
も
、
先
行
し
て
調
査
は
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ル
ー
ト
等
の
検
討
は
全
線

で
行
い
ま
す
が
、
地
質
調
査
な
ど
は
横
浜
市

域
の
み
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
川
崎
市
域

に
つ
い
て
は
川
崎
市
様
に
予
算
化
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」と
の
内
容
で
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
間

報
告
に
あ
わ
せ
て
今
現
在
の
横
浜
市
の
調
査

の
進
捗
状
況
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

①
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
検
討
中
で
す
。

②
地
質
調
査
の
う
ち
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
つ

い
て
は
９
月
に
実
施
済
み
で
す
。

③
空
中
写
真
測
量
に
つ
い
て
は
、
11
月
に
調

査
着
手
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
来
年
度
も
引
き

続
き
実
施
し
て
い
く
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
ざ
み
野
駅
に
は
地
下
鉄
の
延
伸
建
設
の

た
め
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
発
進
口
が
出
来

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
工
事
着
手
に
は
終
着

駅
で
あ
る
新
百
合
ヶ
丘
駅
の
位
置
を
確
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
麻
生
区
内

の
中
間
駅
に
つ
い
て
、住
民
の
要
望
や
需
要
、

経
済
効
果
の
視
点
で
の
必
要
性
か
ら
、
そ
の

位
置
な
ど
を
積
極
的
か
つ
主
体
性
に
検
討
を

進
め
、「
川
崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て

早
期
に
作
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

事
業
主
体
は
横
浜
市
交
通
局
が
行
っ
て
い

く
こ
と
は
必
然
と
思
い
ま
す
。
国
に
お
い
て

も
「
首
都
圏
全
体
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
の
延
伸
事
業
は
、「
国
際
都
市
の
競

争
力
を
考
え
た
場
合
に
も
無
く
て
は
な

ら
な
い
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
と
も
い
え

ま
す
。
こ
の
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
、
両
市
と
も
に
建
設
予
算
の
配
分
を

め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
地
下
鉄
延
伸
の
足

を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

麻
生
区
は
こ
れ
ま
で
も
区
画
整
理
事

業
等
に
よ
る
良
好
な
住
宅
街
を
形
成
し

な
が
ら
、
文
化
・
芸
術
の
街
と
し
て
も

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

全
市
の
中
で
も
急
速
な
高
齢
化
が
進
展

し
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
う
ち
半
分
が

空
き
家
の
地
域
も
出
て
い
ま
す
。
土
地

の
資
産
価
値
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

「
駅
近
」
な
ど
利
便
性
や
環
境
で
評
価

さ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
場
所

に
よ
っ
て
は
す
で
に
地
区
計
画
に
よ
る

敷
地
面
積
の
規
制
な
ど
か
ら
取
引
困
難

に
な
り
、
土
地
価
格
が
値
崩
れ
し
て
い

る
地
域
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
と
は
、
３
号

線
の
延
伸
に
よ
り
街
が
活
気
を
吹
き
返

し
、
新
世
代
が
再
び
住
み
た
い
街
を
作

る
。
ま
た
、
今
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ

て
も
交
通
網
の
結
節
に
よ
る
経
済
効
果

に
よ
り
良
好
な
固
定
資
産
を
担
保
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ほ

と
ん
ど
売
却
資
産
が
残
っ
て
い
な
い
川

崎
市
に
と
っ
て
も
、
新
た
な
街
づ
く
り

に
よ
っ
て
安
定
的
な
固
定
資
産
の
確
保

が
果
た
せ
れ
ば
、
税
収
の
増
加
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

阿
部
前
市
長
の
時
代
に
武
蔵
小
杉
は

再
開
発
が
進
み
新
た
で
安
定
的
な
固
定

資
産
税
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
町
田
と

新
宿
の
間
に
あ
る
新
百
合
ヶ
丘
が
、
二

子
玉
川
や
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
と
並
ぶ
よ

う
な
街
づ
く
り
と
し
て
転
換
が
出
来
る

か
、
駅
南
北
ロ
ー
タ
リ
ー
の
再
構
築
と

と
も
に
北
口
再
開
発
は
大
き
な
課
題
と

い
え
ま
す
。

　

行
政
の
中
に
は
、
こ
の
問
題
を
麻
生

区
だ
け
の
問
題
と
考
え
る
方
も
い
る
よ

う
で
す
が
、
実
際
は
川
崎
市
の
予
算
全

体
に
か
か
わ
り
市
民
生
活
や
福
祉
に
大

き
く
貢
献
す
る
事
業
な
の
で
す
。

【
設
問
１
】　

事
業
費
は
、
私
の
試
算
と

し
て
総
事
業
費
１
５
０
０
億
円
中
、
本

市
３
０
０
億
円
程
度
の
見
込
み
で
、
起

債
を
含
め
長
期
間
で
応
分
負
担
も
妥
当

な
事
業
と
い
え
ま
す
。
川
崎
市
域
に
つ

い
て
も
、
川
崎
市
が
自
ら
地
質
調
査
な

ど
実
質
的
な
予
算
確
保
を
行
う
時
期
に

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
下
鉄
延
伸
に

よ
る
新
た
な
再
整
備
を
推
進
さ
せ
る
こ

と
に
賛
成
で
す
か
？ 

　

賛　

成　
　
　
　
　

91
・
９
％

　

反　

対　
　
　
　
　

５ 

・
６
％

　

ど
ち
ら
で
も
な
い　

１ 

・
７
％

　
「
賛
成
」
が
９
割
を
超
え
ま
し
た
。

再
整
備
を
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
を
多

く
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の

結
果
で
す
。

　

普
通
の
施
設
等
で
は
、「
近
く
に
住

ん
で
い
る
人
は
賛
成
か
反
対
」
に
分
か

れ
、「
遠
い
人
は
無
関
心
」
と
い
う
傾

向
が
現
れ
が
ち
で
す
が
、
地
下
鉄
延
伸

計
画
に
つ
い
て
は
、
設
問
５
で
聞
い

た
「
３
ル
ー
ト
の
範
囲
に
住
ん
で
い
る

か
ど
う
か
」
に
か
か
わ
ら
ず
、「
賛
成
」

は
賛
成
と
い
う
結
果
で
す
。
想
定
コ
ー

ス
の
選
択
の
結
果
に
も
居
住
エ
リ
ア
で

の
差
異
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
回

答
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
が
、
真
摯

に
検
討
し
て
く
だ
さ
っ
た
現
れ
で
す
。

横
浜
市
は
ル
ー
ト
検
討
、
地
質

調
査
、
航
空
測
量
を
実
施

川
崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て

主
体
的
で
積
極
的
整
備
推
進
を

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

住んでいる 238 45.8% 214 44.8% 19 65.5% 4 44.4%

住んでいない 255 49.0% 245 51.3% 5 17.2% 5 55.6%

無回答 27 5.2% 19 4.0% 5 17.2% 0 0.0%

合計 520 100.0% 478 100.0% 29 100.0% 9 100.0%

総計 賛成 反対 どちらでもない

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

住んでいる 238 45.8% 51 49.0% 125 45.5% 48 44.4%

住んでいない 255 49.0% 47 45.2% 136 49.5% 58 53.7%

無回答 27 5.2% 6 5.8% 14 5.1% 2 1.9%

合計 520 100.0% 104 100.0% 275 100.0% 108 100.0%

総計 北ルート 中央ルート 南ルート

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

住んでいる 238 45.8% 214 44.8% 19 65.5% 4 44.4%

住んでいない 255 49.0% 245 51.3% 5 17.2% 5 55.6%

無回答 27 5.2% 19 4.0% 5 17.2% 0 0.0%

合計 520 100.0% 478 100.0% 29 100.0% 9 100.0%

総計 賛成 反対 どちらでもない

選択項目

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

住んでいる 238 45.8% 51 49.0% 125 45.5% 48 44.4%

住んでいない 255 49.0% 47 45.2% 136 49.5% 58 53.7%

無回答 27 5.2% 6 5.8% 14 5.1% 2 1.9%

合計 520 100.0% 104 100.0% 275 100.0% 108 100.0%

総計 北ルート 中央ルート 南ルート

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
広
域
的

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

総計と各回答の構成比がほとんど変わりません。住んでいる地域にかかわらず、回答者が事業推進の是非、路線のルート選択を検討したことが分かる調査結果です。



　

横
浜
市
の
取
組
に
つ
い
て
、
横
浜
市

都
市
整
備
局
に
直
接
確
認
し
ま
し
た
。

「
横
浜
市
に
お
け
る
鉄
道
を
軸
と
し
た
交

通
体
系
」
を
ま
と
め
、
２
０
１
４
年
２

月
17
日
に
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
整
理
す
る
と
、

１
路
線
の
役
割

広
域
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　

横
浜
と
川
崎
北
部
・
多
摩
地
区
を
結

ぶ
新
た
な
都
市
軸
が
形
成
さ
れ
る

新
幹
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
機
能
の
強
化

　

川
崎
市
北
部
・
多
摩
地
区
な
ど
の
広

い
範
囲
か
ら
新
横
浜
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス

機
能
が
強
化
さ
れ
る

２
路
線
の

効
果

　

新
横
浜

へ
大
幅
な

時
間
短
縮

で
新
幹
線

へ
の
ア
ク

セ
ス
が
格

段
に
改

善
。
あ
ざ

み
野
〜
新

百
合
ヶ
丘

間
が
、
横

浜
線
・
南

武
線
を
経

由
せ
ず
、
直
接
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
故
、
災
害
時
の
代
替
経
路
の
拡
充
。

３
路
線
の
事
業
性

　

市
営
地
下
鉄
３
号
線
の
あ
ざ
み
野
〜

新
百
合
ヶ
丘
へ
の
延
伸
需
要
規
模
は
45

〜
53
千
人
／
日
（
輸
送
密
度
）。
現
在

の
相
鉄
い
ず
み
野
線
と
同
規
模
で
す
。

概
算
事
業
費
は
お
お
む
ね
１
３
０
０
〜

１
５
０
０
億
円
、
累
積
資
金
収
支
は
23

〜
31
年
目
で
黒
字
転
換
す
る
と
試
算
。

　

広
域
的
な
交
通
利
便
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
路
線
で
あ
り
、
か
つ
事
業
と

し
て
の
採
算
性
が
比
較
的
高
い
こ
と
か

ら
、
優
先
度
の
高
い
路
線
と
す
る
。
ま

た
、
沿
線
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
合
わ

せ
た
利
便
性
の
高
い
交
通
体
系
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
整
備
と
合
わ
せ

た
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
、

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

横
浜
市
は
２
０
１
４
年
度
予
算
に
鉄

道
計
画
検
討
調
査
費
を
３
０
０
０
万
円

計
上
。
延
伸
に
つ
い
て
の
整
備
手
法
の

検
討
や
事
業
化
に
向
け
た
基
礎
的
な
調

査
を
行
い
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進

め
ま
す
。
具
体
的
に
は
土
質
調
査
や
航

空
測
量
な
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
３
号

線
の
調
査
に
当
て
、
８
月
よ
り
ボ
ー
リ

ン
グ
に
よ
り
地
盤
構
成
（
横
浜
市
域
）

や
、
空
中
写
真
に
よ
る
土
地
の
現
況
等

を
着
手
し
た
の
で
す
。

【
設
問
２
】　

ル
ー
ト
確
定
に
は
今
後
も

様
々
な
調
査
検
討
が
必
要
で
す
。
現
時

点
で
の
路
線
決
定
条
件
等
の
情
報
か
ら
、

麻
生
区
内
の
ル
ー
ト
を
下
記
の
３
ル
ー

ト
と
想
定
し
て
み
ま
し
た
。
自
宅
か
ら

近
く
、
便
が
良
く
な
る
か
ら
と
い
う
視

点
の
み
で
は
な
く
、
沿
線
の
開
発
（
再

開
発
）、乗
降
客
の
安
定
的
な
確
保
な
ど
、

麻
生
区
の
こ
れ
か
ら
の
発
展
と
い
う
視

点
に
立
っ
た
と
き
、
ど
の
路
線
が
良
い

と
考
え
ま
す
か
？

　
（
９
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
中
央

　

ル
ー
ト
」
を
「
最
短
ル
ー
ト
」
と
表

　

記
し
ま
し
た
が
表
現
を
改
め
ま
す
）

2. 平成 27年　第 1号麻 生 通 信

約束・実現の
　　行・動・宣・言

ホームページ、SNSでも情報発信しています
●ホームページ「あまがさ　川崎市」で検索
　http://www.e-amagasa.net 
● Facebook　「雨笠裕治」で検索
● Twiiter　「@amagasayuji」で検索
●メールでご意見もお寄せください。amagasa-@khaki.plala.or.jp

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
中
間
報
告

　

９
月
か
ら
麻
生
区
内
全
域
で
独
自
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

【
設
問
４
】
選
択
し
た
ル
ー

ト
上
に
駅
を
も
う
１
か
所
駅

を
建
設
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
場
所
を
想
定

さ
れ
ま
す
か
？

　

設
問
４
の
「
途
中
駅
を
ど

こ
に
想
定
す
る
か
」
と
い
う

こ
と
が
、
設
問
２
の
ル
ー
ト

選
択
の
判
断
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
「
中
央
ル
ー
ト
」
を
選
択

し
た
人
は
「
日
本
映
画
大
学

南
」「
琴
平
下
」、「
南
ル
ー
ト
」

を
選
択
し
た
人
は
「
新
大
谷
」

「
北
ル
ー
ト
」
を
選
択
し
た

人
は
「
田
園
調
布
大
学
前
」

「
生
田
南
郵
便
局
前
」、
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
麻
生
区

の
発
展
の
視
点
に
た
っ
て

途
中
駅
を
想
定
し
、
利
便

性
、
経
済
効
果
な
ど
を
検
証

す
る
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
・
ス

タ
デ
ィ
ー
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
可
能
性
を
事
前
に
調

査
・
検
討
す
る
こ
と
で
、「
実

行
可
能
性
調
査
」）
を
、
早

急
に
進
め
、
路
線
決
定
を
し

て
行
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

途中駅を想定し、利便性、
　経済効果を検証する実現可能調査を

市
営
地
下
鉄
３
号
線
延
伸
計
画
の
概
要

中央ルート
52.9％南ルート

20.8％

北ルート
20.0％

あざみ野

すすき野王禅寺口

日吉ノ辻

吹込 尻手黒川線

世田
谷町
田線

小
田
急
線

柿生

新百合ヶ丘

たまプラーザ

新大谷10.4%
琴平下4.6%

日本映画大学南13.1%

生田南郵便局前2.5%

田園調布大学前7.1%

北ルート
南ルート

中央ルート

20.0％

20.8％

52.9％

※各ルートの構成比は各ルートの選択者総数との割合

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

日本映画大学南 68 13.1% 1 1.0% 65 23.6% 2 1.9%

琴平下 24 4.6% 0 0.0% 23 8.4% 1 0.9%

新大谷 54 10.4% 0 0.0% 0 0.0% 54 50.0%

生田南郵便局前 13 2.5% 13 12.5% 0 0.0% 0 0.0%

田園調布大学前 37 7.1% 33 31.7% 3 1.1% 1 0.9%

選択項目
総計 北ルート 中央ルート 南ルート

住んでいる
住んでいない

45.8％

49.0％

　
「
中
央
ル
ー
ト
」
は
途
中
、
白
山
の
グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
を
通
り
、
最
短
で
結
び

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
住
宅
地
の
中
を
通

る
の
で
、
権
利
関
係
の
調
整
が
問
題
に

な
る
可
能
性
も
残
り
ま
す
。

　
「
北
ル
ー
ト
」
は
こ
れ
ま
で
の
川
崎
市

縦
貫
高
速
鉄
道
で
も
想
定
さ
れ
て
い
た

駅
位
置
を
通
る
も
の
で
す
。

　
「
南
ル
ー
ト
」
は
早
野
か
ら
新
大
谷
は

居
住
者
が
少
な
い
エ
リ
ア
を
通
り
、
新

大
谷
か
ら
真
福
寺
を
経
由
し
新
百
合
ヶ

丘
へ
は
「
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
幅

を
持
つ
公
道
の
、
深
度
は
地
下
10
メ
ー

ト
ル
よ
り
深
い
部
分
を
通
過
す
る
」
と

い
う
路
線
決
定
の
基
本
に
適
合
す
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ト
を
選
択
し
た
理
由
を
、
記
述

回
答
で
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

次
回
の
報
告
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
設
問
５
】
あ
な
た
は
３
ル
ー
ト
の
範
囲

に
お
住
ま
い
で
す
か
？ 

　

想
定
３
ル
ー
ト
内
だ
け
で
な
く
、
麻

生
区
全
域
か
ら
多
く
の
回
答
を
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

【
設
問
５
の
１
】(

設
問
５
で
「
住
ん
で

い
る
」
と
答
え
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
）

　

調
査
に
基
づ
き
、
十
分
な
騒
音
振
動

対
策
が
施
さ
れ
れ
ば
、
ご
自
分
の
敷
地

の
下
を
通
過
す
る
こ
と
を
ど
う
思
い
ま

す
か
。

　

自
分
の
敷
地
の
下
を
通
過
す
る
こ
と

に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま
す
が
、
推
進
に

「
反
対
」（
全
体
の
５
・
６
％
）
の
方
の

半
数
は
、
自
分
の
敷
地
の
下
を
通
過
す

る
こ
と
を
「
承
諾
し
な
い
」（
全
体
の

２
・
６
％
。
エ
リ
ア
内
居
住
者
で
は
９
・

６
％
）
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
の
下
を
通
る
こ
と
を
承
諾
し

な
い
方
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ル
ー

ト
決
定
を
進
め
る
上
で
、
十
分
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
点
だ
と
考
え
ま
す
。

承諾する

どちらとも

承諾しない

78.1％

11.8％

9.6％

調査の概要
調査方法：アンケートを掲載した麻生通信（平成
26年第３号）を、麻生区内に５万４千枚を個別
ポスティングで配布。郵送と FAXで返信。
調査時期：平成26年９月〜
有効回答：520通（平成26年 11月 20日まで）

【お願い】
　１人でも多くの方の意見をうかがいた
いと考え、調査を継続しています。まだ
回答をしていないという方には調査票を
お送りしますので、住所、氏名を FAX、
メールなどでお知らせください。


